











Promoting effects of monomethylarsonic acid， dimethylarsinic acid 
and trimethylarsine oxide on induction of rat liver preneoplastic 
glutathione S-transferase placental form positive foci: A possible 






































と比較して、 MMA，DMA， TMAOとも上昇傾向を認めた。 P450の1分画であるCYP2B1の蛋白レベル
(western blotting法)を調べたところ 3者とも増加を示し、 MMAでは有意差を認めた。またmRNAの
発現(RT-PCR~法)は 3 者とも同程度に対照群と比較して増加傾向を示した。
以上、 MMAとTMAOはDMAと同様にラット肝発癌促進作用を示すことが明らかとなり、それには酸
化的ストレスの関与が考えられた。これらの実験結果は無機ヒ素の代謝産物である有機ヒ素の肝発癌性を
実験的に明らかにし、ヒトヒ素発癌の原因に大きく貢献した。よって、著者は博士(医学)の学位を授与
されるに値するものと判定された。
-37-
